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１．研究計画の概要 

(1) 現代アメリカの政党がそのイデオロギ
ー的立場をどのようなメカニズムで変化さ
せてきたかについて、政党の予備選挙に着目
することによって解明することを本研究の
目的とする。その際には、政党の外に位置す
るさまざまの政治団体や政治運動が、特定の
政党の予備選挙にどの程度関与し、介入する
かを重視する。共和党の場合、経済保守勢力、
宗教保守勢力、あるいは銃所持の権利擁護団
体などとの関係が、民主党の場合、中道派の
運動、あるいはリベラルとの団体との関係が
とりわけ重要となる。 

 

(2) 2009年以来の新しい現象として、Tea 
Partyと称する右派グループと共和党の関係
も重要な研究課題となる。昨年度までの研
究では経済保守団体であるClub for Growth
が共和党の予備選挙にどのように介入し、
また影響を及ぼしたかについて研究を進め
た。今年度はさらに他の団体も射程に入れ
てとりまとめを行いたい。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) これまでの研究において、各種のイデオ
ロギー的傾向をもった政治団体や政治運動
が、各党の予備選挙にどのように関与し、介
入しているかという点がかなりの程度明ら
かになった。またこれにより、こうした政治
団体との関係が各党のイデオロギー的立場
を変化させるメカニズムも徐々に明確にな
ってきた。 
 
(2) 2008年度は、イデオロギー対立と外交政

策との関係について考察した。研究では政党
間のみならず、各党内におけるイデオロギー
対立についても分析した。民主党については、
左派・リベラル派の反戦論に立脚した外交論、
中道派の外交政策、そしてリベラルホーク呼
ばれる右派の外交観を考察した。共和党につ
いては、リアリスト系穏健派、保守強硬派、
新保守主義者、宗教保守派、右派孤立主義者、
そしてリバタリアン的孤立主義者に分けて
考察した。こうした分析枠組みは、予備選挙
における各候補者の立場を分析する上でも
非常に有効なものであった。 
 
(3) 2009本年度は、外交・安全保障政策担当
スタッフの外交観と外交政策との関係につ
いて考察した。オバマ政権の外交政策は、政
策担当者のもつ外交観やイデオロギーによ
ってかなりの程度特徴づけられている。現時
点では、オバマ政権の外交・安全保障政策担
当スタッフは、民主党のもっとも左の勢力、
すなわち左派・反戦派を基本的に除外し、中
道派を柱とし、なおかつロバート・ゲーツや
ブレント・スコウクロフトら共和党系穏健派
ないしリアリストにも幅を広げようとして
いるように見える。本研究では、こうした政
策担当者の外交観やイデオロギーは、個別の
外交政策のみならず、オバマ政権と民主党の
イデオロギー的立場にも少なからぬ影響を
与えていることを明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
本研究では、さまざまなイデオロギー的傾

向をもつ政治団体に焦点をあて、各団体によ

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2007～2010 

課題番号：１９３３００２９ 

研究課題名（和文） 現代米国における政党変容―「決定的選挙なき政党再編」における予備

選挙の機能                     

研究課題名（英文） The Transformation of Political Parties in the United States: The 

Role of the Primary in "the Party Realigment without Critical Elections" 

研究代表者 

久保 文明（KUBO FUMIAKI） 

東京大学・大学院法学政治学研究科・教授 

 研究者番号：00126046 

 



 

 

る予備選挙への関与について網羅的に調査
してきた。その結果、現在では、各党のイデ
オロギー的立場が変化するメカニズムを説
明し、理論化するための実証的データは、か
なりの程度収集し終えた段階である。 
 
４．今後の研究の推進方策 

(1) 久保は研究全般のとりまとめを行うほ
か、以下の点に焦点をあて、研究を遂行する。
民主党については、労働組合、環境団体、女
性団体、反戦団体と予備選挙の関係、また、
中道派の民主党勢力と予備選挙との関係を
調査する。共和党については、反税金団体、
中小企業団体、銃所持権擁護団体、宗教保守
派団体と予備選挙の関係を調査する。同時に、
それぞれの政党の上院および下院の選挙委
員会による候補者発掘活動にも焦点をあて
る。その上でこれまでに得られた知見の理論
化を行う。 

 

(2) 松岡は、とくに民主党について分析する。
とりわけ、黒人団体とヒスパニック団体の民
主党予備選挙との関わりについて、立ち入っ
て研究を行う。 

 

(3) 研究のとりまとめまでの実施計画は、お
およそ以下の通りである。 

 

2010年 4-7月 個別事例についての分析。 

8-9月 それまでに得られた知見
の総括。アメリカに出張し、
聞き取り調査とともに、専
門家との意見交換を行う。 

10-12月  研究とりまとめの原稿の
執筆。 

2011年 1-2月  ドラフトについてさまざ 
まな専門家との意見交換。
最終ドラフトの完成と雑
誌等への投稿。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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